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第4回環境サロン「NPO Rainbow Fishの活動について」
話題提供者：鎌塚裕二郎氏、末次信宏氏（NPO法人 Rainbow Fish）
日時：2020年11月19日（木）18時～20時
場所：宇部市まちなか環境学習館 4階（宇部市中央町二丁目11番21号）
資料代200円（高校生以下無料）
※会場の都合で人数制限があります。参加ご希望の方はご連絡ください。

第4回ESD研修会
テーマ『山口県におけるESDの取り組みについて』
◆「山口県におけるSDGs、ESDの取り組み」

篠崎圭二氏（山口県会議員）
◆「ESDに配慮した教員研修について」

岩崎和弘氏（山口県総合教育支援センター）
日時：2020年12月12日（土）15時～17時
場所：宇部市立図書館講座室（宇部市常盤町一丁目7番1号）
資料代500円（高校生以下無料）、申込不要

第107回まちなかおそうじ隊
日時：2020年11月29日（日）15時～
集合：学習館前(道具不要、申込不要）
一緒にまちなか環境学習館周辺や銀天街
アーケードを掃除しましょう！

イベントのお知らせ

☆出展
宇部西高等学校
宇部工業高等学校
山口大学工学部
山口大学地域防災・減災センター

宇部市地球温暖化対策ネットワーク
宇部環境国際協力協会
宇部市環境政策課
宇部市廃棄物対策課
うべ環境コミュニティー 他

☆子育てグッズリユース広場

整理券は10時より配布します

☆おもちゃ病院

☆軽トラ市

宇部郊外のとれたて
新鮮野菜あります!!

銀天商店街協賛店
トラヤ フクダ鮮魚店
Anew ダイヤ毛糸店
長江メガネ店 二葉屋
まつばら薬局 わかば
国平 シャカラ Lien
昭和女子屋台Lab
SOSジャンクション
サワーアップルパッチ
LEAP きょう・生
1Z3（イズミ）

第3回読書感想会

in 宇部市まちなか環境学習館
日時：2020年12月19日（土）15時～
場所：宇部市まちなか環境学習館 4階
お気に入りの本を紹介発表してくださる
方、またそれを聞きに来てくださる方を
募集します。どなたでもご参加できます
が、特に若い方の参加を歓迎いたします。
お友達と一緒に気軽に参加しませんか？
発表者の方には記念品を進呈いたします。
お申し込みをお待ちしています！

【イベントお問合せ先】宇部市まちなか環境学習館
TEL:0836-39-8110 Email:ubekuru@gmail.com



浮田さん（うべ環境コミュニティー理事長）からこの
原稿の執筆依頼が届いたのは9月14日の月曜日。真夏の
強烈な日差しが影を潜め、胸をすく高い空に秋の訪れを
感じ始めた頃でした。仕事終わりに駐車場でそのメッ
セージに気付き、山間の国道を夕日に向かって運転しな
がら早速何を書こうかと思いを馳せました。

銀天エコプラザで思い出すのは野外ステージ。柔らか
く少し憂いを帯びた陽射しが照らす気持ちの良い秋晴れ
の午後、またあそこで演奏が出来ればなんと素晴らしい
ことだろう。立ち並ぶ昔馴染みのカフェ、居酒屋や商
店、子猫の集まる広場、異国情緒に満ちた出店、色とり
どりのパラソル、そしてそれぞれに食事とお酒を楽しむ
家族連れ、若者、そして老夫婦たち。

かつてはそこにあった（たった一年前です）光景を美
しく脚色しながら思い浮かべるに、現今のコロナ騒動が
変えてしまった物事の在り方にただただあのお馴染みの
「諸行無常」を感じずにはいられません。とは言ったも
ののライブ演奏、友達付き合い、遠出が減る一方で自分
の生活を見つめなおす良い機会になりました。月並みで

企業の環境への取り組み

株式会社日本管財環境サービス

「宇部市リサイクルプラザについて」
＊施設概要

家庭から出る一般廃棄物（不燃性粗大ごみおよび資源
ごみ等）を資源回収し、焼却処理および埋立て処分等そ
れぞれの目的のため、破砕し選別する施設で選別機によ
り5種類（鉄類・アルミ類・可燃物類・不燃物類・プラ
スチック類）に選別され鉄類・アルミ類は資源回収され
ます。

資源ごみとして収集されるビン、缶類は手選別装置に
より鉄、アルミおよびカレットに選別され、このうち
鉄・アルミは圧縮成形後資源回収されます。

また、ごみ処理の仕組みを学んだり、リサイクルする
ための施設（市民工房室学習室、研修室、修理室）があ
り、これらの施設を活用した環境教育等やリサイクル品
の販売が実施されています。
「株式会社日本管財環境サービスの取り組み」

日本では大量のごみが工場や家庭から出されており、
国土の小さい日本では焼却、分別しリサイクルすること
がごみ処理の主流になっています。弊社は2010年4月か
ら宇部市リサイクルプラザの運転管理を行なっており、
こうした循環型社会の形成の一躍を担っています。

◇◇ まちなか コラム ◇◇

「巡る秋の魔法」

施設の運転管理に携わる企業の責務として、率先し
てリサイクルの啓発に取り組むことが重要で、限りあ
る資源のリデュース、リユース、リサイクルのいわゆ
る3Rを促進し、効率よく安心・安全で安定的な施設運
営を目指しています。

宇部市リサイクルプラザ 3階展示スペース

いく人の強さを現在進行形で目の当たりにしているよう
です。

今年は4月と9月に新曲を書きました。春の歌には沈丁
花、秋の歌には金木犀が出てきます。いつも変わらず季
節が巡り、同じ花の匂いが香ること、そしてそこに新鮮
な感動を覚え、さらに贅沢を言えばそれを曲として形に
残せること、それだけあれば何が起こっても起こらなく
ても、そこそこ幸せに暮らせるのではないだろうかとい
う気になってきます。それは秋空に高揚した気分が醸す
傲慢な幻想でしかないかもしれませんが…。

ともあれ、駐車場でメッセージを受けてから、部屋の
網戸に止まったカマキリを見ながらこの文章を書いてい
る現在まで、心穏やかに一年で一番素敵な季節を満喫し
ているわけであります。

はありますが、同様にこ
の状況を前向きに捉えて
いる方は存外多いように
感じられます。

歴史的な災害や事件に
相対し、価値観の急激な
刷新を求められる度に粘
り強く生産的に適応して

谷山俊介（ミュージシャン）


